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園からのお願い

登降園について
○原則として保護者がつきそうものとします。

○�９時から活動が始まりますので９時までに朝の支度を終えられるように登園して下

さい。

○�登園時は職員に朝の挨拶、健康状態・お迎え時間・お迎え者をお伝えいただき朝の受

け入れとなります。順番にご案内いたしますので余裕をもった登園のご協力をお願い

いたします。

○�欠席される場合は人数確認の関係上、必ず９時までにお電話またはルクミーでご連

絡ください。連絡がない場合は、安全確認のため園よりご連絡する場合があります。

○�降園時は帰りの挨拶、様子をお伝えしてから引き渡しとなります。順番にご案内い

たします。

○�お迎え者の変更やお迎えの予定時刻が大幅に変更になる場合は、ご連絡ください。

また、中学生以下の兄弟のみの送迎はご遠慮ください。

○�原則として、周りの子どもの午睡の妨げにならないために13時から15時までのお

迎えはお控えください。事情がある場合は、事前にご相談ください。

○事故や怪我の原因となりますので園庭や遊具で遊ばずに降園してください。

○ペットを連れての登降園は、おやめください。

駐車場について
○駐車場の混雑を避けるためにも、速やかな送迎のご協力をお願いします。

○園の行事は、車での来園はご遠慮ください。駐車場は使用できません。

○敷地内は全面禁煙です。送迎時に車中で待機される場合も喫煙はご遠慮ください。

○�駐車の際には反時計回りの左折入庫が優先となります。駐車待ちの際は停車せず、

迂回をお願いします。

○駐車場での事故トラブルは責任を負いかねますので、気をつけてご利用ください。

その他
○長期間欠席する場合は市に届けを出すと共に保育園にもお知らせください。

○�登降園時の受け入れ引き渡しは、担任が対応できない時間帯もありますので、ルク

ミー連絡帳をご活用ください。園から入力することもあります。

（14）
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健康管理について
保育中の体調不良について

・�保育中の発熱（37.5℃以上）、下痢、嘔吐、感染症の疑い、怪我等があった際は、お迎えに

来ていただくことがあります。出張等で連絡先が変わる場合は必ずお知らせください。

・体調不良時のお迎えは、一時間以内をめどにお願いします。

　※病児・病後児保育室　お迎えサービスをご案内しております。

　　すこやか病児・病後児保育室（広沢こどもクリニック　２階）

　　042-590-0415（事前の利用登録が必要です。）

・�具合の悪いときは、無理せず休ませてください。37.5℃以上の発熱後や嘔吐・下痢が１日で

複数回みられるときはご家庭で経過をみて下さい。症状がおさまった後・解熱後、24時間は

ご家庭での健康観察をお願いします。

　また、体調不良での受診後の登園もお控えください。

・�感染症（ｐ15、16参照）の診断があった場合や本人以外の家族が感染した場合も園にお知

らせください。その場合は園舎内への立入りはご遠慮くださいますようご協力お願いします。

・�医師の診断によりアトピーやアレルギー、熱性けいれん等、保育中の与薬が必要な際はお声

掛けください。医師記入の指示書、生活管理指導表を提出して頂きます。また、食物アレル

ギーの診断があり、アレルギー対応食が必要な場合もお知らせください。

　市販薬、風邪薬、抗生剤等はお預かりできません。

〈予防接種について〉

・�多くの感染症は、症状が出る前から感染力を持っています。その為、集団生活においては病

気に気付いた時にはすでに他の子ども達に感染している場合もあります。

　�集団感染を最小限に止めるためにも、個々の予防接種を積極的に進めてくださいますようご

理解・ご協力をお願いします。

・�予防接種を受けてからの登園は、副反応の心配もありますのでお断りしております。降園後

または、お休みの際に受けるようにしてください。

〈定期健診について〉

・�○ヶ月健診、１歳半健診、３歳児健診、５歳児健診、就学前健診は、時期がきたら必ず受けて、

結果をお知らせください。

　（園で行っている健康診断とは内容が異なります。）

〈汚れものについて〉

・�嘔吐・尿・便・血などで汚れた衣類やシーツ等は保健所の指導のもと感染症拡大防止のため

下洗いせず　そのままビニール袋に入れてお返ししています。また、お友だちの衣類やタオ

ルを汚してしまった場合にも、お持ち帰りしますので、お洗濯をお願いします。

・�パンツをお貸しした際は衛生面を考慮し、同じサイズのものを購入してご返却ください。

〈その他〉

・朝食、排泄を済ませ、身仕度をきちんと整えて登園しましょう。

・爪は角が出ないよう短く切り、前髪は目にかからないよう、長い髪は結って登園しましょう。

・�アレルギー児もいるので、食べものの持ち込み、食べながらの登園、ペットを連れての送迎

はおやめください。

（15）
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＜医師用＞  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
かかりつけ医 様 へ 幼稚園・保育園等は、乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団発症や流行をできる 

だけ防ぐことで、一人一人の子どもが一日快適に生活できるよう、下記の感染症について意見書の記入を 
お願いします。 

保 護 者 様 へ   下記の感染症について、子どもの症状が回復し、かかりつけ医により集団生活に支障がないと判断され、 
登園を再開する際には、この「意見書」（作成費用保護者負担）を在園施設に提出して下さい。 

 
○医師が記入した意見書が必要な感染症      参考 保育所における感染症ガイドライン（2018年改訂版） 
該当疾

患に✔ 
感染症名 

感染しやすい期間（－は、感染しや

すい期間を明確にできない） 
登園のめやす 

 麻しん（はしか） 発症 1日前から発しん出現後の 4日

後まで 
解熱後 3日を経過していること 

 風しん 発しん出現の前 7日前から 7日後く

らい 
発しんが消失していること 

 水痘（水ぼうそう） 発しん出現 1～2 日前から痂皮（か

さぶた）形成まで 

全ての発しんが痂皮（かさぶた）化

していること 

 
流行性耳下腺炎 

（おたふくかぜ） 
発症 3日前から耳下腺腫張後 4日 

耳下腺、顎下腺、舌下腺の腫張が発

現してから 5日経過し、かつ全身状

態が良好になっていること 

 結核 ― 
医師により感染の恐れがないと認め

られていること 

 咽頭結膜熱（プール熱） 発熱、充血等症状が出現した数日間 
発熱、充血等の主な症状が消え 2 日

経過していること 

 流行性角結膜炎 充血、目やに等症状が出現した数日

間 
結膜炎の症状が消失してから 

 
百日咳 

抗菌薬を服用しない場合、咳出現後

3週間を経過するまで 

特有の咳が消失していること又は適

正な抗菌物質製剤による 5日間の治

療を終了していること 

 腸管出血性大腸菌感染症

（Ｏ157、Ｏ26、Ｏ111等） 
― 

医師により感染の恐れがないと認め

るまで 

 急性出血性結膜炎 ― 
医師により感染の恐れがないと認め

るまで 

 髄膜炎菌性髄膜炎 ― 
医師により感染の恐れがないと認め

るまで 

 マイコプラズマ肺炎（※） 適切な抗菌薬治療を開始する前と

開始後数日間 

発熱や激しい咳が治まっていること 

 手足口病（※） 手足や口腔内に水疱・潰瘍が発症し

た数日間 

発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響が

なく、普段の食事がとれること 

 とびひ（※） 

（伝染性膿痂疹） 
2～10日（長期の場合もある） 

患部を全て覆って登園可、広範囲の

場合休園 

 その他感染症名 
（          ）  

 

空欄はその他の感染症等で意見書が必要な場合記入して下さい。インフルエンザは別紙様式あります。（発症前 24時間から発

病後 3日程度まで最も感染力が強い：登園のめやすは、発症した後 5日経過し、かつ解熱した後 3日を経過するまで） 

（※）「保育所における感染症ガイドライン」では登園届ですが、東大和市小中学校と統一して意見書で対応します。 

（東大和市共通様式） 

意 見 書（証明書） 
            （施設長） 殿                      

園児名               
  下記疾患の症状も回復し、集団生活に支障がない状態になりました。 
      年   月   日から登園可能と判断します。 

      年   月   日  
               医療機関名               

  
                     医 師 名             ○印  

※上記　感染にかかった場合、医師が記入する「意見書」を提出していただきます。

　用紙は園に用意しております。ホームページからダウンロードすることも可能です。
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＜保護者用＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
保 護 者 様 へ  幼稚園・保育園等は、乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団での発症や 

流行をできるだけ防ぐことで、一人一人の子どもが一日快適に生活できるよう、下記の疾患につ 
いては、登園のめやすを参考に、かかりつけの医の診断に従い、「登園届（保護者記入）」の記入 
及び提出をお願いします。 
 

 
○医師の診断を受け、保護者が記入する登園届が必要な感染症   

参考 保育所における感染症ガイドライン（2018年改訂版） 
該当疾

患に✔ 
感染症名 感染しやすい期間（－は、感染しや

すい期間を明確にできない） 
登園のめやす 

 溶連菌感染症 適切な抗菌薬治療を開始する前と

開始後 1日間 
抗菌薬内服後 24～48時間経過してい
ること 

 伝染性紅斑 
（リンゴ病） 発しん出現前の 1週間 全身状態が良いこと 

 
ウイルス性胃腸炎 
（ノロ、ロタ、アデノウイ

ルス等） 

症状のある間と、症状消失後 1週間
（量は減少していくが数週間ウイ

ルスを排泄しているので注意が必

要） 

嘔吐、下痢等の症状が治まり、普段の

食事がとれること 

 
ヘルパンギーナ 

急性期の数日間（便の中に 1か月程
度ウイルスを排泄しているので注

意が必要） 

発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響がな

く、普段の食事がとれること 

 RSウイルス感染症 呼吸器症状のある間 呼吸器症状が消失し、全身状態が良い

こと 

 帯状疱疹 水疱を形成している間 全ての発しんが痂皮化（かさぶた）し

てから 

 突発性発しん ― 
解熱し機嫌がよく全身状態がよいこ

と 

 
その他感染症名 
（          ）   

 空欄はその他の感染症等で登園届が必要な場合記入して下さい。 
（東大和市共通様式） 

登 園 届（保護者記入） 

             （施設長） 殿                組    
園児名                
 

（医療機関）              （   年   月   日受診）において 
下記疾患について、病状が回復し、集団生活に支障がない状態と判断されましたので、 

   年   月   日より登園いたします。 
    年   月   日 

  

保護者氏名               

※上記　感染症にかかった場合、保護者が記入する「登園届」を提出していただきます。

　用紙は園に用意しております。ホームページからダウンロードすることも可能です。
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※上記　感染症にかかった場合、保護者が記入する「登園届」を提出していただきます。

　用紙は園に用意しております。ホームページからダウンロードすることも可能です。

 

 
  

インフルエンザによる出席停止について 
  

 園児が上記に感染した場合は、保護者様には、「保育所における感染症対策ガイドライン」に基

づき出席停止をお願いしておりますが、厚生労働省から「新型コロナウイルス感染症と季節性イン

フルエンザの同時流行を見据えた保育所等における感染対策の徹底について」（事務連絡令和 4年

11 月 8 日）が発出され、保育所等に登園再開する場合には、医療機関や保健所が発行する検査陰性

の証明書や治癒証明書等の提出を求めないこととされました。 

 つきましては、令和 4年度秋以降の標記疾患の「登園届」は、医師の指示に従って療養に努め、

当分の間、保護者が「登園届」（�記）に��な事�を�記�の�え保育園に提出し、登園再開を

お願いいたします。 

 インフルエンザによる出席停止期間 

発症した日の翌日から５日を経過し、かつ、解熱した日の翌日から３日（�児のため）を経過す

るまで登園できま��。（発症した日、解熱した日は０日と�えます）。 
    

 発症期間 
 

発熱期間 

０日目 

発症日 
１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 ９日目

１日間 発熱 解熱日 平熱 平熱 平熱 平熱 登園可能       

２日間 発熱 発熱 解熱日 平熱 平熱 平熱 登園可能    

３日間 発熱 発熱 発熱 解熱日 平熱 平熱 平熱 登園可能   

４日間 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱日 平熱 平熱 平熱 登園可能  

５日間 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱日 平熱 平熱 平熱 登園可能

                        切  取                           

  

  

登園届（インフルエンザ用） 

  

  

  立野みどり保育園長 殿 
  

   月  日に、医療機関より「インフルエンザ（A型・B型）」と診断されました。発症した日

の翌日から５日を経過し、かつ、解熱した日の翌日から３日を経過し、健康状態が普段通り良好

になりましたので、登園いたします。 
  

  

 受診医療機関               
        

 発 症 日 令和  年   月   日 
          

 解 熱 日 令和  年   月   日 
            

 出席停止期間 令和  年   月   日 ～ 令和  年   月   日 
  

  

  

  

                     登 園 届 日 令和  年   月   日   
             

                     園 児 氏 名         （     組） 
                      

                     保護者氏名                 
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利用者サービス苦情解決取り組み要綱               

 

１．�� 

  この要綱は、立野みどり保育園（以下「当園」という。)が提供する保育サービス等に関する苦情（以下「苦情」と

いう。）を適切に解決するため、必要な事項を定めるものとします。 

 

２．苦情の申出をできる者 

  当園に入園している児童の保護者（当該保護者から委任を受けたものを含む。以下「利用者」という。）は、この

要綱の定めるところにより、当園に対し、苦情を申し出ることができるものとします。 

 

３．苦情とする対象 

  当園が対応する苦情は、各年度の当園事業計画に基づき実施する事業に関する苦情とします。また、苦情に関する

事実から１年以上経過している苦情は対象としないこととします。 

 

４．苦情解決責任者 

  苦情解決の責任主体を明確にするため、当園園長を苦情解決責任者（以下「責任者」という。）とします。 

      

５．苦情受付担当者 

  利用者が苦情の申出をしやすい環境を整えるため、責任者は当園職員の中から苦情受付担当者（以下「担当者」と 

いう。）を指名します。 

 

�．第三者委員 

    １．苦情の解決における社会性及び客観性を確保し、利用者の立場及び特性に配慮した適切な対応を行うため、当

園に第三者委員（以下「委員」という。）を置きます。 

   ２．委員は理事会で選考し理事長が任命します。 

 

�．責任者の職� 

  １．利用者に対して、苦情解決のしくみについて周知すること 

  ２．苦情の申出内容の原因を探り、解決方法を検討すること 

  ３．苦情解決のため利用者と話し合うこと 

  ４．苦情解決結果について委員へ報告すること 

  ５．苦情原因の改善状況を利用者及び委員へ報告すること 

 

�．担当者の職� 

  １．利用者から苦情を受け付けること 

  ２．受け付けた苦情の内容等を記録し、確認すること 

  ３．受け付けた苦情の内容を責任者へ報告すること 
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  ４．話し合いの結果や改善事項等を記録し、確認すること 

 

�．委員の�� 

  １．利用者からの苦情を直接受け付けること 

  ２．利用者へ助言すること 

  ３．責任者へ助言すること 

  ４．利用者と責任者の話し合いに立ち会い、助言すること 

  ５．責任者から苦情に係る解決結果及び改善状況等の報告を聴取すること 

  ６．日常的な状況把握と利用者への意見を傾聴すること 

 

１�．利用者への周知 

  責任者は利用者に対して、責任者・担当者・委員の氏名や相談解決のしくみについて周知を図るものとします。 

 

１１．苦情解決結果の公表 

  個人情報に関するものを除き、苦情の申出内容及び解決結果を公表するものとする。 

 

１２．�� 

  この要綱は、平成１７年７月１日より施行する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

苦情解決責任者  園  長  米 山 純 子 

苦情受付担当者  職員代表  佐 々 木 美 津 子 

第 三 者 委 員  監  事  濵 田  實（℡. 042-567-0202） 

          会 社 員   岩 﨑 将 宏（℡. 042-562-1111） 

. 042-563-0050） 

.　042-561-2451） 


